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大町山岳か持館友の会の支櫨によI)嶋物言が運用しています
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博物館協議会とは｢博物館の運営に関し館長の諮問に

応ずるとともに､館長に対して意見を述べる機関とする｡｣

と博物館法に記してあります｡その設置は公立の博物館

に限られ､委員の任命基準､定数､任期等は地方公共団体

(大町市)の条例で定め､当該の教育委員会が任命するこ

とになっています｡

市立大町山岳博物館条例では15人以内の委員を置くこと

ができるようになっています｡今期(平成27-28年度)の

委員は1 1人で､その構成は学校教育及び社会教育の関係者

(2人)､家庭教育の向上に資する活動を行う者(2人)､学

識経験のある者(6人)､公募による市民等(1人)です｡

1月22日に開催された協議会の主な内容は､平成27年

度の事業進捗状況として､スバールパルライチョウの飼

育事業､カクネ里雪渓(氷河)総合学術調査､学校との連

携･融合､企画展示､学習会等の報告を行い､委員からは

外国人による旅行者の状況や受け入れ体制､入館者の減

少の要因､防犯対策の現状などについてのご意見やご質

問がありました｡

平成28年度の事業計画の協議では研究紀要の執筆者の

選定､ライチョウ会議長野大会における専門家以外の方

の関心度高揚､ライチョウ舎増設の見込みなどについて

貴重なご意見やご提言をいただきました｡これらは今後

の博物館運営に活かしてまいります｡

また､当館では現在1人の顧問に就任をいただいていま

すが､新たに2人の委嘱についてお諮りしました｡

(市立大町山岳博物館　館長)



きんぱく研究最前線一北アルプスの自然と人トピックス-

スバールパルライチョウの飼育《後編〉　　　宮野典夫

◇はじめに

当館では昭和38 (1963)年から平成16 (2004)年まで､

北アルプスに生息している二ホンライチョウの飼育･繁殖を

断続的に行ってきました｡

平成27 (2015)年からはニホンライチョウの近縁種であるス

バールパルライチョウの飼育･繁殖を開始しています｡前編は

初めてライチョウの飼育に取り組んだ佐藤学芸員の視点から鰐

化､育雛について述べました｡後編では10年ぶりに別亜種であ

るスバールパルライチョウの飼育を開始して分かってきた､こ

のライチョウと二ホンライチョウとの違いについて紹介します｡

◇日照時間の違い
ニホンライチョウが生息している北アルプス等と当館は緯

度がほぼ同じであり､日照調節の必要がほとんどなく､屋内

での飼育時に日中だけ補助光を照射する程度でした｡

スバールパルライチョウが生息している北欧は緯度が高い

ので､夏と冬の日照時間が極端に違います｡夏は日が沈まな

い白夜であり､逆に冬は日が当たることのない極夜です｡展

示をしながら極夜を再現することは難しく､当館では白夜の

みを再現しました｡

大町市(左)とトロムソ市(右)の日の出と日の入IJ

◇換羽(羽の抜け替わI))の遭い

換羽は日照時間の長短がホルモンの分泌に関与して起こる

現黛です｡二ホンライチョウは夏の褐色系､秋のグレー系､

冬の白色と3回換羽をしますが､スバールパルライチョウは

蔓の褐色と冬の白色の2回です｡

`･∫

･･t=:

二ホンライチョウの賞姿(7月10日)､秋姿(10月13日)､冬姿(1月20日)

スバールパルライチョウの霊婆(8月22日)と冬姿(12月19日)

◇餌の違い
をr.んはく

二ホンライチョウを飼育した時の主な餌は､粗蛋白･粗脂

肪･粗繊維などの成分を計算して作成した自家配合飼料でし

た｡材料はアワやヒ工などの穀類を中心としたものですか､

盲腸機能を高めるために乾燥したナラの葉などを混ぜた特徴

があります｡これらの自家配合飼料は試行錯誤を繰り返して､

体重の伸び具合や栄養的な要因による異常の有無などを勘案

してライチョウに合ったものにしてきました｡その種類は80

を超えています｡

スバールパルライチョウの場合は､市販のウサギ用の固形

飼料を中'封こ与えています｡平成20 (2008)年に上野動物園

が初めてスバールパルライチョウをノルウェーのトロムソ大

学から受け入れた時に､ウサギ用の固形飼料を推奨されて､

各回館がそれにならっていますが､現在ではこのライチョウ

に合った飼料の検討を進めています｡

細事i　寧肇

二ホンライチョウ　　　　　　スバールパルライチョウ

1977年7月8日(14日輪)　　　2015年8月3日(18日輪)

◇活動の違い

自然界では二ホンライチョウは昼間活動し､夜はネグラで

休みます｡夕方のうす暗くなる時間帯は盛んに餌を求めて活

動し､朝も夜明け前の時間帯に動きが活発になります｡この

パターンは飼育をしていても見られます｡

スバールパルライチョウでは､特に夏は白夜なので､朝夕

に活動が集中することはありません｡

全般的に二ホンライチョウの雛は動きのスピードが速く､

キビギビした感じですが､スバールパルライチョウの雛は動

きがニホンライチョウに比べておっとりしている惑じです｡

この違いは感覚的なものではありますが､飼育環境を整える

上では気を付ける点だと惑じています｡

◇感染症対策の違い
二ホンライチョウの飼育にあたっては､飼育舎毎の長靴の

履き替えや舎内の定期消毒などを行っていましたが､感染症

による死亡が多い傾向がありました｡

スバールパルライチョウの飼育にあたっては､惑染症予防

のために､二ホンライチョウ飼育時の対策に加え､管理者の

手洗い消毒の徹底､育雛初期での抗生物質やワクチンの投与､

青菜類の消毒､食器の煮沸消毒などを徹底しました｡今のと

ころ感染症による衰弱や死亡はありません｡しかし､ニホン
し`)LCうし⊥う

ライチョウでは見られなかった雛の址癌症(足の裏にできる
きのう人ん

イボ状)､気嚢炎が見られましたが､いずれも完治しています｡

(大町山岳博物館　指導員)
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